
   

 

令和６年８月２８日 

 

令和５年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

宮崎県  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

宮崎県立宮崎大宮高等学校 宮崎県教育委員会 公立 

 

１．学校における特別の教育課程の編成の方針等に関する情報 

学 校 名 特別の教育課程の編成の方針等の 

公表 URL 

宮崎県立宮崎大宮高

等学校 

https://sites.google.com/g.miyazaki-c.ed.jp/miyazaki-omiya-

wwl/research-and-development 

※必要に応じて行を追加すること。 

 

２．学校における自己評価・学校関係者評価の結果公表に関する情報 

学 校 

名 

自己評価結果の公表 URL 学校関係者評価結果の公表 URL 

宮崎県立

宮崎大宮

高等学校 

https://sites.google.com/g.miyazaki-

c.ed.jp/miyazaki-omiya-wwl/research-

and-development 

https://sites.google.com/g.miyazaki-

c.ed.jp/miyazaki-omiya-wwl/research-

and-development 

※必要に応じて行を追加すること。 

 

３．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）実施状況に関する特記事項 

   本特例によって実施されている「グローバル協創」では、本県の ALTや宮崎大学との

高大連携等を基軸として、関係団体との連携のもと継続されている。 

 

 

 

 



   

 

   

 

（３）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ・実施している 

   ・実施していない 

 

  ＜特記事項＞ 

毎年 1月には、「生徒探究発表会」において、「グローバル協創」のカリキュラムの

内容の説明を在校生・保護者・地域の方々に向けて行っている。また、同発表会では

生徒による成果発表を通して、各生徒の「学びの見える化」を行っている。毎年 7月

には、「グローバル高校生フォーラム in HINATA」で、「グローバル協創」で学習した

内容の集大成を英語で発表し、県内高校・地域の関係者に内容を公開している。 

 

３． 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している目標との関係 

   本特例によって実施されている「グローバル協創」は宮崎大宮高等学校文科情報科の

目指すグローバル・リーダー育成に資する教育を行うものである。この教育を実施する

ための環境として、本県の ALTや宮崎大学との連携等も継続されており、目標としてい

る資質・能力は身についていると考えられる。 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

   本特例を実施している宮崎大宮高等学校文科情報科では、英語の 4技能検定試験等で

顕著に効果が上がっていることが明らかとなっている。一方で、他の教科・科目との連

携が今後の課題となっている。 

 

４．課題の改善のための取組の方向性 

  ３．（２）に示す課題を踏まえて、他教科とのカリキュラム上での連携をするために、

一度カリキュラムマップづくりを行う必要がある。 


